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＜あらまし＞　本研究では、高等学校における日本史Bでの学習活動で獲得することができ
る学習効果を高めるための一考察として、総合的な学習の時間における生徒の学習経験との
関係性に着目した。高等学校学習指導要領解説（総合的な学習の時間編）で、総合的な学習の 
時間での探究的な学習はその後の学習活動へ有機的かつ発展的に展開し続けることが望まし
いと述べられていることを受けて、総合的な学習の時間での学習経験と日本史Bでの学習効
果との関係性について検証した。実践校における第１学年での総合的な学習の時間の学習経
験を調査結果から分析し、その結果を根拠に第２学年日本史Bで３段階の授業実践を行うこ
とによって検証を進めた。その結果、総合的な学習の時間において能動的な学習経験をよ
り積んだ生徒が、日本史Bでの学習効果を高めているという数値的な結果を得ることができ
た。そして、総合的な学習の時間での学習経験を日本史Bの授業設計に有機的に反映させる
ことによって、生徒が獲得することができる学習効果の向上を期待できることが示唆された。

＜キーワード＞　日本史B　総合的な学習の時間　学習経験　学習効果

1.  はじめに
1. 1.  研究の背景
現行の学習指導要領では日本史Bの目標として

「我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件
や世界の歴史と関連付けて総合的に考察させ、我が
国の伝統と文化の特色についての認識を深めさせる
ことによって、歴史的思考力を培い、国際社会に主
体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。」
が挙げられている。さらに、次期学習指導要領改訂
に関わる「文部科学省ワーキンググループ取りまと
め（案）」において、地理歴史科の育成すべき資質・
能力の一つとして、「地理や歴史に関わる諸事情に

ついて、概念等を活用して多面的・多角的に考察し
たり、課題の解決に向けて構想したりする力、考
察・構想したことを効果的に説明したり、それらを
基に議論したりする力を養うようにする。」が記さ
れている。高等学校地理歴史教育におけるこうした
課題を踏まえ、これから求められる歴史教育におけ
る学習の質を高めるための手がかりとして、筆者は
総合的な学習の時間での探究的な学習のもつ教科横
断性に着目した。
高等学校学習指導要領解説（総合的な学習の時
間編）では、総合的な学習の時間での探究的な学習
はその後の学習活動へ有機的かつ発展的に展開し続

63



けることが望ましいと述べられている。また、田村
（2015）は「全国学力・学習状況調査の結果から、総
合的な学習の時間において探究的なプロセスを重視
して学習を行ってきたかどうかとB問題の正答率
に顕著な相関が表れている」と述べている。そして、
奥田（2017）では本研究における実践校での取組で
ある「総合的な学習の時間『探究』」の成果の考察
として「探究科の取組の成果が探究科のみにとどま
ることなく、学校全体の教育活動に影響を与えてい
る」と述べている。こうした調査・実践の結果から、
本研究における学習経験として実践校の「総合的な
学習の時間『探究』」で生徒が身に付けた学習経験を
対象とするのが妥当であると考えられる。したがっ
て、総合的な学習の時間における学習経験と、その
後の日本史Ｂでの学習効果との間に何らかの関係性
があるのではないかという仮説を立てた。

1. 2.  研究の目的
本研究は、日本史Ｂの学習を通して生徒が獲得す
る学習効果をより高めるための一考察として、1. 1. 
で示した仮説の検証を目的とする。つまり本研究で
は、上記の仮説の検証を目的として、第１学年での
総合的な学習の時間における学習経験調査と、その
結果を根拠として設計した第２学年での３回にわた
る授業実践から検証していく。

2.  先行研究の考察と課題
2. 1.  学習における経験と効果について
2. 1. 1.  学習経験

Parrish&Wilson（2008）では、学習者がおかれ
ている環境によって得られる学習経験が変化すると
述べられている。その変化の様子は６段階で示され
ていて、下から順番に①無経験②機械的繰り返し③
ばらばらな活動④心地よい習慣⑤挑戦的な企て⑥美
学的経験となっている。また、それらの学習経験の
質を変化させる要因として、「学習者個人に係わる
要因（・意図・存在感・開放性・信頼感）」と「学習
状況に係わる要因（・直接性・可塑性・切迫性・共
鳴性・一貫性）」があり、それぞれの要因に優劣は
なく、学習経験とそれぞれの要因が適合することに
よって効果的に作用すると考えられている。

2. 1. 2.  学習効果
井上（2007）ではPBLの学習モデル（問題解決
力などを育成する教育手法）を情報教育へ適用する
ことで、学習者が獲得することができる学習効果を
「問題発見解決」「自己学習」「情報リテラシー」「対
人技能の習得」の程度によって検証している。検
証の方法は同一科目においてPBLとPBL以外のグ
ループでの学習効果を比較している。その結果とし

て、「問題解決力」、「自己学習」、「対人技能の習得」、
「情報リテラシー」の各項目で、PBLグループが優
位に高い結果が出ている。

2. 1. 3.  学習経験と学習効果における先行研究の
考察と課題
本研究にあたり筆者が先行研究を考察した際に、
高等学校における生徒のもつ学習経験と教科学習に
よって生徒が獲得する学習効果に関する先行研究を
確認することができなかった。このことから、本研
究で扱う内容に先例が少ない可能性が考えられる。
したがって、本研究においる仮説の検証を通して先
行研究のこうした課題を補うという点において、本
研究の意義を見出すことができる。
筆者が明らかにしようとしている、生徒のもつ総
合的な学習の時間での学習経験と日本史Bでの学
習効果の関係性について検証するために、新たな指
針を示す必要がある。特に学習効果という言葉の定
義は先行研究においてもその実践の目的によって多
様に変化して研究に当てはめられているためいるた
め、その実態をつかみにくい。これを受けて、学校
教育法第 30条第２項に基づいて一般に言われてい
る学力の三要素
① 基礎的な知識・技能
② 思考力・判断力・表現力等の能力
③ 主体的に学習に取り組む態度
を日本史Bでの学習を通して育むことこそが、すな
わち本研究における学習効果であると定義する。そ
して、この学習効果の伸長を計測するための指標と
して、井上（2007）で用いられている指標を日本史
Bに活用することによって、本研究における学習効
果の実態を定めることとする。井上（2007）で設定
されている学習効果の指標「問題発見解決」「自己
学習」「情報リテラシー」「対人技能の習得」のうち、
「情報リテラシー」とは、井上（2007）によると「情
報技術に関す知識の習得や技術の活用」を指してい
るので、これを日本史Bに当てはめると「日本史に
関する知識の習得や技術の活用」とすることがでる
ため、本研究において「知識・資料の活用」と変換
することができる。また、本研究における授業実践
の対象となる単元を高等学校学習指導要領解説（地
理歴史編）から考えると（１）原始・古代の日本と
東アジアに該当する。ここでの学習の内容とその取
扱いについて、「課題発見解決」の要素は含まれてい
ないことから、本研究における授業実践で対象とす
る学習効果から「課題発見解決」を除外する。した
がって、本研究における授業実践で対象とする学習
効果を「自己学習」「知識・資料の活用」「対人技能
の習得」の３つに定めることができる。次に、学力
の三要素のそれぞれに対応する学習効果について考
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察する。①基礎的な知識・技能には、その文言から
も妥当であるように「知識・資料の活用」が当ては
まる。②思考力・判断力・表現力等の能力には、平
成 17年度高等学校教育課程実施状況調査の指導上
の改善点の「表現力を高める指導の工夫」で「言葉
の力」に裏付けられた学習活動の必要性が述べられ
ていることから、「対人技能の習得」が適切である
と考えられる。③主体的に学習に取り組む態度には、
自己の学習の深まりとその原動力となる姿勢を意味
する「自己学習」が適切であると考えられる。これ
ら、学力の三要素の育成とそのための指標とする学
習効果を適合させたものをまとめると表１のように
なる。

したがって、本研究では学習経験に基づいた授業
実践を通して３項目の学習効果を検証していく。
なお、授業実践ではこれらの指標を各授業実践で
設定する学習評価に適合させて計測する。

2. 2.  高等学校における総合的な学習の時間と日史
Ｂの取組について
2. 2. 1.  総合的な学習の時間についての論点整理
総合的な学習の時間は、平成 10年７月の教育課
程審議会答申で総合的な学習の時間の創設が提言さ
れ、高等学校において本格実施されたのは平成 15
年度からである。総合的な学習の時間の目標は「横
断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自ら
課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断
し、よりよく問題を解決する資質や能力を育成する
とともに、学び方やものの考え方を身に付け、問題
の解決や探究活動に主体的、創造的、協同的に取り
組む態度を育て、自己の在り方生き方を考えること
ができるようにする。」である。
探究的な学習については、高等学校学習指導要領
解説（総合的な学習の時間編）で「総合的な学習の時
間における探究的な学習とは、問題解決的な活動が
発展的に繰り返されていく一連の学習活動のことで
ある。」「探究的な学習とは、物事の本質を探って見
極めようとする一連の学習活動のことである。例え
ば、生徒の身近な学習対象（ひと・もの・こと）と
かかわって、自分にとって意味や価値のある課題を
設定する。さらには、得られた幅広い情報を整理・

分析したり判断したりしながら、既習の知識や経験
を結び付けていく。こうして生み出された自分の考
えや意見、発見したことなどをまとめ、協同して実
践に移したりしていく。こうした知的な営みが有機
的につながって発展的に繰り広げられていくことが
望まれる。」としている。こうした学習プロセスを総
合的な学習の時間の中でのみ機能させるのではなく、
教科学習と連動させることのできる資質を育むこと
こそが総合的な学習の時間の意義であると筆者は考
える。そして、総合的な学習の時間で育まれた資質
を総合的な学習の時間での学習のみで完結させるの
ではなく、その後の教科学習においてその資質を発
揮することができる状況を設定し演出していくこと
によって、有機的かつ発展的な知的な営みを展開す
ることができる。

2. 2. 2.  総合的な学習の時間での取組の現状
総合的な学習の時間の取組の望ましい成果と課題
から現状についてまとめる。「教育課程部会生活・
総合的な学習の時間ワーキンググループ」によると、
総合的な学習の時間において望ましい成果としては、
① 総合的な学習の時間への取組が、知識・技能の定
着と思考力・判断力・表現力の育成の両方につな
がっている。
② 総合的な学習の時間において育むべき力や学び
の在り方をカリキュラム・マネジメントの核とし
ながら、学校全体として探究的な学習を行う実践
が進められている。
以上の２点が挙げられている。成果①を達成し得る
課題解決型学習を実践するためには、成果②にある
ように学校全体での取組が必須であることから、成
果①と成果②は相互に補完しあっている関係にある
と言える。次に課題としては、
① 各学校における指導方法の工夫改善や校内体制
の整備等による格差解消。
② 総合的な学習の時間のカリキュラムの適切な編
成・実施・評価・改善。
③ 学習成果の検証と社会的価値の発信。
以上の３点が挙げられている。黒上（2014）は「従
来の教員が知識を教える教科学習と異なり、総合的
な学習の時間は生徒が自ら学ぶ力の養成が求められ
るため、高校教員には具体的な授業形態が描きにく
く、経験が不足している」、また同書で村川（2014）
は「総合的な学習の時間の作り方や指導方法を全国
的に共有してこなかった」という課題を呈している。
この現状を受けて本研究では、総合的な学習の時間
における課題解決型学習によって獲得することがで
きる学習経験と教科学習での学習効果の関係性を明
らかにすることで、総合的な学習の時間における課
題解決型学習の重要性を再確認したい。

表１　学力の三要素と学習効果
学力の三要素 学習効果

①基礎的な知識・技能 「知識・資料の活用」
②思考力・判断力・表現力等
の能力

「対人技能の習得」

③主体的に学習に取り組む態
度

「自己学習」
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総合的な学習の時間における望ましい取組の具体
例として、実践校で実施されている「総合的な学習
の時間『探究』」での取組を述べる。この取組につい
ては奥田（2017）で詳細に述べられている。「総合
的な学習の時間『探究』」は「海外事情Ａ（地誌的
分野）」「海外事情Ｂ（英語的分野）」「福祉と共生」
「環境」「やまと学」「芸術・文化」「教育基礎」の７
分野に分かれて実施される。７つの分野への振り分
けは、生徒の希望する分野を入学以前に調査し、希
望に沿って学級を編成することで行っている。つま
り、実践校における第１学年は「総合的な学習の時
間『探究』」における学習内容によって学級編成が行
われているため、課題発見解決型学習における調査
や協働などの活動が実施しやすいように工夫されて
いる。「総合的な学習の時間『探究』」の設置目的は
「問題を発見し、課題を設定し、調査・検証し、発表
することを通して、課題を解決していく力、生きる
力を身に付ける」ことである。この設置目標に従っ
てそれぞれの分野での活動の中核をなすのが探究的
な学習であり、先に述べた探究的な学習のプロセス
にあるような学習活動が「総合的な学習の時間『探
究』」において１年間通して行われている。筆者は
2016年度の実践の際に「教育基礎」に１年間携わっ
てきた。その結果、実践校での「総合的な学習の時
間『探究』」の取組が本研究を進めるにあたって理想
的な学習経験を育む環境であると考え、調査研究の
対象とした。

2. 2. 3.  高等学校日本史Bにおける取組
高等学校日本史Bの取組の現状については平成

17年度高等学校教育課程実施状況調査の結果から
わかる。生徒質問紙調査の「日本史の勉強は大切だ」
という項目では平成 15年度の調査結果と比較する
と肯定的な回答率が上昇している。しかし、教師質
問紙調査の「博物館や郷土資料館等の地域にある施
設を利用した授業を行っていますか」「調べたこと
を発表させる活動を取り入れた授業を行っています
か」という項目に肯定的な回答をした教師は１割に
も満たなかった。学習内容については「地域社会の
歴史と文化」の項目で、「生徒は興味を持ちやすい」
と７割以上の教師が回答したが、「好きだった」と回
答した生徒は２割程度だったという結果から文化史
の学習において教師と生徒で共通の認識ができてい
ないということが分かる。また、児玉（2015）では
現行の学習指導要領の下で展開されている歴史教育
について以下のように言及している。
「確かに高等学校で行われている歴史授業の多く
は思考力を育成する授業とは対極にある。生徒に
とって世界史や日本史は教科書にある事実的知識を
ひたすら覚え、事象や知識を理解することに重きを

おく暗記科目として認知されており、教師にとっ
てもまた、歴史的思考力とはどのような能力であ
り、いか にして身に付けさせることができるのかを
十分には理解しておらず、教科書の記述に沿って内
容を説明し理解させる、系統的な通史学習が常態と
なっている。」
以上の日本史Bにおける教育課程の実施状況や、
児玉（2015）からわかる現状からも明らかな通り、
日本史Bでは課題解決型学習はほとんど実施され
ていないということがわかる。

3.  調査と授業実践
3. 1.  研究計画
本研究は、総合的な学習の時間での学習経験と日
本史Bでの学習効果の関係性を学習経験の分析と
授業実践の結果から検証する。
対象：奈良県立高校第２学年日本史B選択者（３講
座、120名）
方法：実践校の 2016年度第１学年の生徒が「総合
的な学習の時間『探究』」でどのような学習経験を獲
得したのかを把握するために学年全体への調査を行
う。この調査の結果を実践対象である 2017年度第
２学年日本史B選択者による３講座に該当する生
徒と照合し、実践講座の構成因子を抽出する。これ
によって実践講座の生徒がもつ総合的な学習の時間
での学習経験を把握することができる。第１回～第
３回授業実践は実践講座の構成因子をベースとした
授業設計を行い、総合的な学習の時間での学習経験
と日本史Bの学習効果との関係性を分析する。本研
究を時系列で表すと表２のようになる。

 なお、授業実践の際の評価に関しては国立教育
政策研究所（2012）の観点を参考に作成するもの
とする。学習評価の学習効果への振り分けは、ワー
クシートの内容とパフォーマンスともに「優」の生
徒を「優の学習効果」を得た生徒、どちらか片方で
「優」または「良」の生徒を「良の学習効果」を得た

表２　本研究における実践計画
2017年
２月

「総合的な学習の時間『探究』」での学習経
験振り返り調査
対象：2016年度第１学年（353名）

2017年
６月

第１回授業実践「飛鳥・白鳳文化」
対象：2017年度第２学年日本史 B選択者
（120名）

2017年
８月

第２回授業実践「天平文化」
対象：2017年度第２学年日本史 B選択者
（120名）

2017年
９月

第３回授業実践「国風文化」
対象：2017年度第２学年日本史 B選択者
（120名）
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生徒、どちらとも「不可」の生徒を「不可の学習効
果」を得た生徒とする。

3. 2.  「総合的な学習の時間『探究』」での学習経験
振り返り調査
調査項目は実践校の「総合的な学習の時間『探
究』」で過去に生徒対象で実施されていたものを参
考に作成した。なお、この調査の結果を 2017年度
第２学年の日本史B授業実践３講座の生徒の学習
経験として照合するためクラスと出席番号を記入さ
せた。
対象：実践校2016年度第１学年（353名）
時期：2017年２月（2016年度「総合的な学習の時
間『探究』」の最終講義時に実施）
目的：授業実践をする３講座に該当する生徒が、第
１学年の一年間を通して「総合的な学習の時間『探
究』」で培った学習経験を分析し、この結果を第１～
第３回授業実践の根拠とする。
内容：４項目の質問（「１、積極的に取り組めました
か。」「２、興味が持てましたか。」「３、調査や発表
はうまくやれましたか。」「４、探究を学んで、得た
ものはありましたか。」）にそれぞれ５段階（①すご
く②まあまあ③ふつう④あんまり⑤ぜんぜん）で回
答し、その解答理由を適宜選択する形式をとった。
結果：【２－１】N＝39
１、①…12、②…21、③…４、④…１、⑤…１
２、①…14、②…21、③…２、④…１、⑤…１
３、①…10、②…20、③…８、④…１、⑤…０
４、①…14、②…12、③…12、④…１、⑤…０
質問項目１～３においては圧倒的に肯定的な回答
が多く、その割合は80％前後になっている。このこ
とからこの講座は課題解決型学習への関心・意欲が
高いと予想することができる。同様に、質問項目３
において肯定的な回答が 77％に達していることか
ら調査や発表を取り入れた学習活動を設定していく
ことが望ましいと考えられることから、第１回授業
実践ではこの学習経験に則した学習課題を設定する。
【２－４・７】N＝43
１、①…25、②…９、③…７、④…１、⑤…１
２、①…29、②…６、③…２、④…５、⑤…１
３、①…11、②…16、③…11、④…３、⑤…２
４、①…27、②…７、③…４、④…３、⑤…２
この講座は３講座の中で唯一、質問項目１，２，４
において①と回答した生徒の数が極端に多くなって
いる。この結果から、課題解決型学習への関心・意
欲はどの講座よりも高い状態であると予想すること
ができる。しかし、質問項目３では肯定的な回答が
ほとんどではあるものの他の項目と比較すると数値
的に低い値を示しているので、調査や発表といった
「対人技能の習得」において課題があると考えられ

る。したがって、課題解決型学習への積極的な学習
経験を基に、協働による課題解決的な学習課題を設
定することによって「対人技能の習得」を目指す。
【２－２・５】N＝38
１、①…13、②…21、③…４、④…０、⑤…０
２、①…13、②…19、③…６、④…０、⑤…０
３、①…９、②…21、③…８、④…０、⑤…０
４、①…16、②…13、③…９、④…０、⑤…０
全体的に肯定的な回答が多くなっていることか
ら、課題解決型学習への関心・意欲は期待すること
ができる。この結果から、他の講座と同様に協働に
よる課題解決的な学習課題を設定することによって、
生徒が獲得することができる学習効果を計測する。
以上の結果を受けて、「総合的な学習の時間『探
究』での学習経験振り返り調査」（以後、調査Aと
する）の結果を基に授業実践における学習課題と学
習形態を設定する。

3. 3.  授業実践
3. 3. 1.  第１回授業実践

（2017年６月16日：単元「飛鳥・白鳳文化」）
第１回授業実践では総合的な学習の時間の学習経
験と日本史Bにおけるグループワークによる協働
的課題解決型学習で得られる学習効果との関係性の
有無について検証することが目的である。
各講座におけるグルーピングは調査Aの結果か
ら、質問項目「１、積極的に取り組めましたか。」
「３、調査や発表はうまくやれましたか。」の回答を
基準に行った。１グループあたり４～６人で構成し、
質問項目１と３の回答結果に偏りがないように編成
する。本時で獲得した学習効果の程度の分布から、
その生徒がもつ総合的な学習の時間の学習経験を分
析することで、総合的な学習の時間の学習経験と本
時の学習課題の達成によって獲得することができる
学習効果との関係性の有無を検証する。
学習課題は「仏像の比較を通して、飛鳥・白鳳文
化の国際性を考えよう。」を設定し、グループワーク
を通して、飛鳥・白鳳仏の違いに気付かせ、それら
の仏像と同時代の大陸の仏像との共通点を考えるこ
とによって古代の日本文化の国際性に気付かせた。
学習効果「知識・資料の活用」はワークシートの
記述内容から、「対人技能の習得」は、学習活動中の
パフォーマンス評価によるものとした。それぞれの
学習効果の計測に用いる評価基準は表３に記す。

学習経験と学習効果の関係性についての一考察
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次に各講座の実践結果を述べる。
【２－１】N＝36
学習効果：優…12、良…20、不可…４
学習経験：①すごく…７、②まあまあ③ふつう…21、
　　　　④あんまり⑤ぜんぜん…８
優の学習効果を獲得した 12名の生徒の学習経験
を分析した結果、「①すごく」が５名、「②まあまあ」
「③ふつう」が７名であった。良の学習効果を獲得
した20名の生徒の学習経験を分析した結果、「①す
ごく」が２名、「②まあまあ」「③ふつう」が13名、
「④あんまり」「⑤ぜんぜん」が５名であった。不可
の学習効果を獲得した４名の生徒の学習経験を分析
した結果、「②まあまあ」「③ふつう」が１名、「④あ
んまり」「⑤ぜんぜん」が３名であった。
【２－４・７】N＝13
学習効果：優…６、良…５、不可…２
学習経験：①すごく…５、②まあまあ③ふつう…５、
　　　　　④あんまり⑤ぜんぜん…３
優の学習効果を獲得した６名の生徒の学習経験を
分析した結果、「①すごく」が５名、「②まあまあ」
「③ふつう」が１名であった。良の学習効果を獲得し
た５名の生徒の学習経験を分析した結果、「②まあ
まあ」「③ふつう」が４名、「④あんまり」「⑤ぜんぜ
ん」が１名であった。不可の学習効果を獲得した２
名の生徒の学習経験を分析した結果、「④あんまり」
「⑤ぜんぜん」が２名であった。
【２－２・５】N=37
学習効果：優…11、良…21、不可…５
学習経験：①すごく… 10、②まあまあ③ふつう…

21、④あんまり⑤ぜんぜん…６
優の学習効果を獲得した 11名の生徒の学習経験
を分析した結果、「①すごく」が８名、「②まあまあ」
「③ふつう」が３名であった。良の学習効果を獲得し
た21名の生徒の学習経験を分析した結果、「①すご
く」が２名、「②まあまあ」「③ふつう」が18名、「④

あんまり」「⑤ぜんぜん」が１名であった。不可の学
習効果を獲得した５名の生徒の学習経験を分析した
結果、「④あんまり」「⑤ぜんぜん」が５名であった。
◇第１回授業実践の結果
学習課題の達成によって生徒が獲得した学習効
果から、生徒個人レベルでの総合的な学習の時間の
学習経験を分析した結果、学習経験の程度と同様の
学習効果を獲得している生徒が多いということが分
かった。この結果から、総合的な学習の時間の学習
経験と日本史Bの学習効果には関係性があると推
論できる。

3. 3. 2.  第2回授業実践
（2017年８月28日29日：単元「天平文化」）
第１回授業実践の分析結果を踏まえて、第２回授
業実践では学習経験を授業に有機的に反映させるこ
とで生徒が獲得する学習効果の変化を検証すること
を目的とし、日本史Bにおけるペアワークによる対
話的討論型学習で獲得できる学習効果「知識・資料
の活用」「対人技能の習得」の変化を検証する。
調査Aの結果から、質問項目「３、調査や発表は
うまくやれましたか。」の回答を基準に、質問項目
３で「①すごく」と回答した生徒と、質問項目３で
「④あんまり」「⑤ぜんぜん」と回答した生徒がペア
になるように編成した。各ペアに程度の異なる学習
経験をもつ生徒を組み合わせて配置し、学習経験の
程度が異なる生徒へ与える影響を計測する。
学習課題は「鑑真を通して奈良時代の日本の社会
について考えよう。」を設定し、鑑真が奈良時代の日
本を良い国だと思ったか良い国だと思わなかったか
を、ペアワークを通して知識・資料の活用から生徒
に判断させ、それぞれ異なる立場の生徒同士で討論
を展開することによって、奈良時代の日本の社会を
俯瞰で考えさせた。
学習効果「知識・資料の活用」はワークシートの
記述「対人技能の習得」は学習活動中のパフォーマ
ンス評価によるものとする。それぞれの学習効果の
計測に用いる評価基準は表４に記す。

表３　第１回授業実践における評価基準
評価基準 優 良 不可

ワークシート
の記述
「知識・資料
の活用」

飛鳥仏白鳳仏の
違いを正しく判
断し、文化の国
際性や仏教文化
の普及について
考え、適切な根
拠を示して表現
することができ
ている。

飛鳥仏・白鳳仏
の違いを正しく
判断し、文化の
国際性や仏教文
化の普及につい
て考え、表現す
ることができて
いる。

飛鳥仏・白鳳仏
の違いに気付く
ことができず、
文化の特色につ
いても考え表現
することができ
ていない。

パフォーマン
ス
「対人技能の
習得」

生き生きと話し
合いに参加し、
積極的に意見を
述べている。ま
た、メンバーへ
の配慮があり、
自身の考えの深
まりを自覚して
いる。

発言すべきタイ
ミングで発言す
ることができて
いる。相手の発
言を関心をもつ
て聞き、質問し
たり感想を述べ
たりして発言に
係わっている。

話し合いに参加
しなかった。
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次に各講座の実践結果を述べる。
【２－１】N=39
学習経験：①すごく…４、②まあまあ③ふつう…

31、④あんまり⑤ぜんぜん…４
学習効果：優…10、良…25、不可…４
優の学習効果を獲得した 10名の生徒の学習経験
を分析した結果、「①すごく」が３名、「②まあまあ」
「③ふつう」が４名、「④あんまり」「⑤ぜんぜん」が
3名であった。良の学習効果を獲得した25名の生徒
の学習経験を分析した結果、「①すごく」が１名、「②
まあまあ」「③ふつう」が24名であった。不可の学
習効果を獲得した４名の生徒の学習経験を分析した
結果、「②まあまあ」「③ふつう」が３名、「④あんま
り」「⑤ぜんぜん」が１名であった。
【２－４・７】N＝41
学習経験：①すごく…８、②まあまあ③ふつう…

24、④あんまり⑤ぜんぜん…９
学習効果：優…23、良…16、不可…２
優の学習効果を獲得した 23名の生徒の学習経験
を分析した結果、「①すごく」が６名、「②まあま
あ」「③ふつう」が13名、「④あんまり」「⑤ぜんぜ
ん」が5名であった。良の学習効果を獲得した16名
の生徒の学習経験を分析した結果、「①すごく」が
２名、「②まあまあ」「③ふつう」が11名、「④あん
まり」「⑤ぜんぜん」が３名であった。不可の学習
効果を獲得した２名の生徒の学習経験を分析した結
果、「②まあまあ」「③ふつう」が１名、「④あんま
り」「⑤ぜんぜん」が１名であった。
【２－２・５】N=35
学習経験：①すごく…７、②まあまあ③ふつう…

20、④あんまり⑤ぜんぜん…８
学習効果：優…９、良…18、不可…８
優の学習効果を獲得した９名の生徒の学習経験を
分析した結果、「①すごく」が５名、「②まあまあ」
「③ふつう」が４名であった。良の学習効果を獲得

した18名の生徒の学習経験を分析した結果、「①す
ごく」が２名、「②まあまあ」「③ふつう」が12名、
「④あんまり」「⑤ぜんぜん」が４名であった。不可
の学習効果を獲得した８名の生徒の学習経験を分析
した結果、「②まあまあ」「③ふつう」が４名、「④あ
んまり」「⑤ぜんぜん」が４名であった。
◇第２回授業実践の結果
総合的な学習の時間の学習経験を学習課題の設
定、学習形態の編成に有機的に反映させた結果、総
合的な学習の時間の学習経験の程度の差が大きい生
徒同士の協働を通して学習課題を達成することで、
学習経験の程度に反して高い学習効果を獲得するこ
とができた生徒が増加した。

3. 3. 3.  第３回授業実践
（2017年９月22日：単元「国風文化」）
第２回授業実践の結果から、学習経験の程度が異
なる生徒同士の協働が生徒の獲得する学習効果に変
化をもたらすことが分かった。しかし、必ずしもす
べてのグループないしペアで学習経験の程度が異な
る生徒をバランスよく配置できるわけではないとい
う課題を克服するため、第３回授業実践では生徒個
人による学習経験による学習効果の向上を目的とし
て、総合的な学習の時間の学習経験と日本史Bに
おける記述的な課題で獲得できる学習効果「自己学
習」「知識・資料の活用」との関係性について検証
する。井上（2007）によると「自己学習」は自身の
学習の深まりを意味していることから本時の学習課
題において充実した記述に裏付けられると考えられ、
その充実した記述は「知識・資料の活用」なしには
成立しないと考えられるため、本時の記述的な学習
課題において妥当な学習効果であるといえる。
調査Aの結果から、質問項目「４、探究を学んで、
得たものはありましたか。」の回答とその理由「③
文章を書く力や原稿のまとめ方」の回答を基に、質
問項目４に対して「①すごく」と回答し回答理由③
を選択した生徒、「①すごく」「②まあまあ」「③ふ
つう」と回答した生徒、「④あんまり」「⑤ぜんぜん」
と回答した生徒の３種類に生徒の学習経験を分類し
た。この分類を基に総合的な学習の時間の学習経験
と日本史Bの学習効果の関係性を個人レベルで検
証する。
学習課題は「仮名文字の発達が日本の文学に与え
た影響を考えよう。」を設定し、生徒自身に万葉仮
名での記述と仮名文字での記述を経験させることに
よって、仮名文字による日本風の文学的な表現の広
がりに気付かせた。そして、既習事項の活用を意図
して、記述する内容を菅原道真に関する３つの歴史
事象（888年：阿衡の紛議、894年：遣唐使の廃止、
901年：昌泰の変）に限定した。

表４　第２回授業実践における評価基準
評価基準 優 良 不可

ワークシート
の記述
「知識・資料
の活用」

知識・資料に基
づいて適切な根
拠を記述し、そ
の内容を討論に
生かすことがで
きている。

知識・資料に基
づいて適切な根
拠を記述するこ
とができている。

記述することが
できていない。

パフォーマン
ス
「対人技能の
習得」

ペアで協力して
論を深めること
ができている。
また、討論にお
いて適切な根拠
に基づいた持論
を述べることが
でき、相手の意
見に対して質問
したり反論する
ことができてい
る。

ペアで協力して
論を深めること
ができている。
また、討論にお
いて持論を述べ、
相手の意見を聞
くことができて
いる。

ペアで協力する
ことができてお
らず、討論に参
加することがで
きていない。
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学習効果「自己学習」「知識・資料の活用」はワー
クシートの記述内容から評価するものとした。それ
ぞれの学習効果の測定に用いる評価基準は表５に記
す。

次に各講座の実践結果を述べる。
【２－１】N=39
学習経験：①すごく…６、②まあまあ③ふつう…

31、④あんまり⑤ぜんぜん…２
学習効果：優…12、良…18、不可…９
優の学習効果を獲得した 12名の生徒の学習経験
を分析した結果、「①すごく」が４名、「②まあまあ」
「③ふつう」が８名であった。良の学習効果を獲得
した18名の生徒の学習経験を分析した結果、「①す
ごく」が２名、「②まあまあ」「③ふつう」が16名で
あった。不可の学習効果を獲得した９名の生徒の学
習経験を分析した結果、「②まあまあ」「③ふつう」
が７名、「④あんまり」「⑤ぜんぜん」が２名であっ
た。
【２－４・７】N=43
学習経験：①すごく…８、②まあまあ③ふつう…

30、④あんまり⑤ぜんぜん…５
学習効果：優…16、良…15、不可…12
優の学習効果を獲得した 16名の生徒の学習経験
を分析した結果、「①すごく」が６名、「②まあまあ」
「③ふつう」が８名、「④あんまり」「⑤ぜんぜん」が
２名であった。良の学習効果を獲得した 15名の生
徒の学習経験を分析した結果、「①すごく」が２名、
「②まあまあ」「③ふつう」が13名であった。不可の
学習効果を獲得した 12名の生徒の学習経験を分析
した結果、「②まあまあ」「③ふつう」が９名、「④あ
んまり」「⑤ぜんぜん」が３名であった。
【２－２・５】N=38
学習経験：①すごく…７、②まあまあ③ふつう…

31、④あんまり⑤ぜんぜん…０
学習効果：優…12、良…14、不可…12
優の学習効果を獲得した 12名の生徒の学習経験

を分析した結果、「①すごく」が４名、「②まあまあ」
「③ふつう」が８名であった。良の学習効果を獲得
した14名の生徒の学習経験を分析した結果、「①す
ごく」が３名、「②まあまあ」「③ふつう」が 11名
であった。不可の学習効果を獲得した 12名の生徒
の学習経験を分析した結果、「②まあまあ」「③ふつ
う」が12名であった。
◇第３回授業実践の結果
各講座で優の学習効果を獲得した生徒の学習経験
を再度分析した結果、優の学習効果を獲得した生徒
のほとんどが調査Aの質問項目４の回答理由で「⑬
他人の立場に立って考え行動することができるよう
になった」を選択していたことが明らかになった。
この結果から、学習課題に学習経験を反映させる場
合、記述力といった技術的な学習経験だけでなく、
他人の立場に立って物事を考えることができるとい
うような資質的な学習経験も併せて反映させること
で生徒が獲得することができる学習効果は向上する
と推論できる。

3. 4.  調査・実践のまとめ
第１回授業実践では日本史Bの学習課題の達成
により獲得した学習効果から総合的な学習の時間の
学習経験を分析した結果、総合的な学習の時間の学
習経験と日本史Bの学習効果に関係性の存在を推
論できる数値的な結果を得た。次に、第２回授業
実践では総合的な学習の時間の学習経験を日本史B
の学習課題の設定と学習形態の編成に有機的に反映
させることによって、生徒が獲得することができる
学習効果の向上が推論できる数値的な結果を得た。
そして、第３回授業実践では総合的な学習の時間の
学習経験を日本史Bの学習課題の設定に反映させ
る場合、技術的な学習経験と資質的な学習経験を反
映させることによって生徒が獲得することができる
学習効果の向上が推論できる数値的な結果を得た。

4.  結論と展望
4. 1.  結論
実践校の高校生が第１学年の総合的な学習の時
間での学習を通して身に付けた学習経験の分析から、
どの講座においても課題解決型の学習への積極性が
高い生徒が多いということが明らかになった。この
結果から、総合的な学習の時間での学習経験と日本
史Bの学習効果との間に関係性を確認することが
できれば、課題解決型の学習への高い積極性を生か
した授業を展開することによって学習効果の向上を
期待することができるのではないかと考えた。
第１回授業実践の結果から、生徒のもつ総合的な
学習の時間での学習経験と日本史Bで生徒が獲得
することができる学習効果との間の関係性の存在を

表５　第３回授業実践における評価基準
評価基準 優 良 不可

ワークシート
の記述
「自己学習」

記述内容が歴史
事象の羅列に
なっておらず、
菅原道真の視点
に立ったオリジ
ナリティがある
内容が書けてい
る。

記述内容が歴史
事象の羅列に
なっておらず、
感情表現などを
用いて書けてい
る。

記述ができてい
ない。

パフォーマン
ス
「知識・資料
の活用」

記述内容の歴史
事象に矛盾がな
く適切であり、
時代背景まで捉
えることができ
ている。

記述内容の歴史
事象に矛盾がな
く適切に捉える
ことができてい
る。

歴史事象に対し
て適切な記述が
できていない。
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確認することができる数値的な結果を得た。これに
より、1. 1.で立てた仮説を立証することができる。
また、第２回、第３回授業実践では、関係性の存在を
確認したうえでさらに総合的な学習の時間での学習
経験を日本史Bに有機的に反映させることによっ
て、生徒が獲得することができる学習効果の向上を
図った。第２回授業実践では低い学習経験をもつ生
徒（授業実践の対象となる調査Aの質問項目に対し
て「④あんまり」「⑤ぜんぜん」と回答した生徒）が
獲得することができる学習効果の向上を目指し、学
習課題の設定と学習形態の編成という授業設計の段
階で総合的な学習の時間での学習経験を反映させた。
その結果、低い学習経験をもつ生徒の約半数が、学
習経験の程度の異なる生徒（授業実践の対象となる
調査Aの質問項目に対して「①すごく」と回答した
生徒）との協働を通して獲得した学習効果が優の域
に達した。そして第３回授業実践では、総合的な学
習の時間での学習経験を反映させた学習形態の編成
が常に均等に作用するわけではないという課題を克
服することを目的として、生徒個人での学習活動に
おいて総合的な学習の時間での学習経験がどのよう
に働くのかを検証した。歴史的思考力を問う記述的
な学習課題の設定に総合的な学習の時間での記述力
的な学習経験を反映させた結果、記述力のみではな
く他人の立場に立って考えることができるというよ
うな資質的な学習経験をもつ生徒ほど優の学習効果
を獲得することができていた。
以上の授業実践の結果から、以下の３つのことが
推論できる。
①日本史Bの授業に総合的な学習の時間の学習経
験を反映させた場合、総合的な学習の時間の学習
経験と日本史Bの学習によって生徒が獲得する
学習効果との間に関係性が表れる。
②総合的な学習の時間の学習経験を日本史Bの学
習課題の設定と学習形態の編成に有機的に反映さ
せた場合、生徒が獲得することができる学習効果
の向上を期待することができる。
③総合的な学習の時間の学習経験を日本史Bの学
習課題の設定に反映させる場合、技術的な学習経
験と資質的な学習経験を反映さることによって生
徒が獲得することができる学習効果の向上を期待
することができる。
３回の授業実践を通して得た３つの推論から、総
合的な学習の時間において能動的な学習経験をより
積んだ生徒が、日本史Bで獲得することができる学
習効果を高めているという数値的な結果を得ること
ができたといえる。以上を本研究の結果とする。

4. 2.  今後の展望
以上のことから、生徒が日本史Bで獲得するこ

とができる学習効果において総合的な学習の時間で
の学習経験は重要になってくるということが分かる。
実際、どの授業実践でも学習活動をリードした生徒
は総合的な学習の時間で高い学習経験を獲得してき
た生徒であった。本研究を通して明らかになったこ
れらの結果を受けて、筆者は高等学校における「総
合的な学習の時間」のさらなる充実をなお一層、切
望する。総合的な学習の時間での学校規模での取
組は 2. 2. 2.でも示したように、教科横断的なカリ
キュラム・マネジメントに基づいた横のつながりが
重要視され、そういった視点から教科横断的な取組
の研究が多く実践されている。しかし、総合的な学
習の時間で育んだ資質・能力をその後の教科学習に
有機的に作用させる縦のつながりの研究の前例はあ
まり確認することができない。こういった部分に、
本研究の意義は存在すると筆者は考える。本研究で
明らかにすることができた３つの結果を踏まえると、
高等学校においても教科学習でのアクティブ・ラー
ニングの視点が求められるこれからの学習指導で、
総合的な学習の時間での充実した取組によって生徒
が身に着けてきた学習経験を教科学習の授業設計に
反映させる意味はあると考えるべきではないだろう
か。これから先、教科学習でのアクティブ・ラーニ
ングをより上質なものにするためには従来行われて
きた横のつながりだけではなく、学年を超えた縦の
つながりの取組の重要性を推奨したい。
しかし、数々の学校行事や日々の学級の様子など
生徒を取り巻く環境はあまりにも多様で、教科学習
を通して学ぶ分野も同様に多様であることから、本
研究で抽出した総合的な学習の時間での学習経験と
日本史Bの学習効果はあくまでもその中の一片に
過ぎない。こうした多様な環境、多様な学習内容に
対応した実践研究の連続が、本研究分野の今後の展
望であると考えられる。そのためには、授業実践に
おいてやはり学級担任として実践対象講座を担当す
ることが望ましく、学力ではなく学習経験という意
識的な調査としては長期にわたった継続的な調査・
分析が必要になってくる。例えば、本研究における
調査から授業実践までの学年を超えた取組の流れを
日本史B以外の世界史、地理、公民といった他の科
目に当てはめて実践することで応用の幅はさらに広
がるだろう。本研究では日本史Bにのみ焦点を当て
た授業実践による分析を行ったが、他の教科・科目
においても同様の結果は得られるのか、という疑問
を今後の展望として見据えていきたい。
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